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業績予想の修正に関するお知らせ 

 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 29年 5月 11日に公表した業績予想を下記の通り修正 

することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 30年 3月期の連結業績予想数値の修正 

(1) 第 2四半期累計連結業績予想数値の修正（平成 29年 4月 1日～平成 29年 9月 30日） 

 

 

 

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
     百万円 

174,500 

    百万円 

     7,000 

    百万円 

     11,300 

     百万円 

      7,200 

    円 銭 

     41 25 

今回修正予想（Ｂ） 177,500       10,100 14,800 9,200 52 68 

増減額（Ｂ－Ａ） 3,000 3,100 3,500 2,000  

増減率（％） 1.7% 44.3% 31.0% 27.8%  

（ご参考）前期実績 

平成 29年 3月期第 2四半期 
172,508 7,338 10,990 6,840 39 20 

 

(2) 通期連結業績予想数値の修正（平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日） 

 

 

 

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
   百万円  

    357,000 

    百万円 

    20,000 

    百万円 

    27,300 

     百万円 

     17,000 

    円 銭 

     97 39 

今回修正予想（Ｂ） 361,000 22,000 29,500 18,600 106 50 

増減額（Ｂ－Ａ） 4,000 2,000 2,200 1,600  

増減率（％） 1.1% 10.0% 8.1% 9.4%  

（ご参考）前期実績 

平成 29年 3 月期 
355,363     19,878     26,207      16,136      92 46 

 



 

２．修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、当社グループの主力でありますＴＢＳテレビ

のタイム収入等が堅調に推移したほか、興行や海外事業、映像・文化事業セグメントの連結子会社

の業績が好調でした。また、コストコントロールの継続等もあり、売上高、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する四半期純利益とも、前回予想を上回りました。 

通期の業績につきましては、主に、映像・文化事業セグメントの子会社におきまして、次期以降

の収益拡大を目指した追加販促費用の支出等という要因はありますが、売上高、営業利益以下の各

利益とも、上記第２四半期連結累計期間の上方修正を反映する形で、前回予想を上回る見通しです。 

  なお、配当予想につきましては、今後の業績の推移等を見極めた上で改めて検討することとし、

現時点におきましては、平成 29年 5月 11日に公表した通りの配当予想とさせて頂きます。 

  

(注)上記の業績予想につきましては、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる場合があります。 

 

以上 


